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1方城和太鼓クラブとの共演で、
「好きになった人」を披露。2会場
を巡り、感謝の言葉をかけながら
観客と握手を交わす。3グランド
ピアノの優雅な音色に合わせて歌
うIKKOさん。4入場料による収
益金372,000円すべてをIKKO文
庫の蔵書費用として寄付。5１月
20日に誕生日を迎えたIKKOさん
に「特製ケーキ」をプレゼント。6
風邪予防のハチミツアメを来場者
にプレゼント。7再会を誓いなが
ら来場者一人ひとりに別れの握手。
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【チャリティートークショー協力】制作：スタジオ82°F 星野京子様・氏家大一郎様／音響：長崎明夫様／ヘア：鷹部麻理様／メイク：高場佑子様／着付：伊藤里和様
／スタイリスト：西村真澄様／ダンサー：ISAMU様・Kay様／Peach Doll 様／（株）GLAD／（株）下鳥養蜂園【栃木県・ハチミツアメ提供】

町の観光大使で美のカリスマとして日本を席巻し、海外でもその名を轟かせるIKKOさんが２月２日、
地域交流センターでチャリティートークショーを開催。入場料による収益金すべてが町内全８校に設
置している「IKKO文庫」の蔵書費用として寄付されました。華やかな衣装に身を包み、心に響く歌や
トークで来場者の胸を打ったIKKOさん。その華麗なるステージの一部始終をお届けします。

観光大使IKKOさん

凱旋ライブで
故郷に愛を届ける

舞台では、「好きになった人」や「ゴージャス」「どん
だけ～ !の法則」などの持ち歌や山本リンダの「どうに
もとまらない」を熱唱。地元の友人などのネタで笑い
をとりながら、約２時間の公演を盛り上げました。

　　　
「
田
川
出
身
と
公
言
し
な
い
方
も
い
る
け
れ

ど
、
私
は
炭
鉱
ま
ち（
福
智
町
）で
生
ま
れ
た
こ

と
が
誇
り
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
町
で
育
っ
た

か
ら
こ
そ
、
今
の
私
が
あ
る
か
ら―

―

」。

　

一
昨
年
の
11
月
、
福
智
初
の
町
観
光
大
使
に

就
任
し
た
美
容
家
の
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
が
２
月
２

日
、
約
１
年
ぶ
り
に
帰
郷
し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。
町
内
全
８
校
に
設
置
し
て
い
る「
Ｉ

Ｋ
Ｋ
Ｏ
文
庫
」の
蔵
書
費
用
と
し
て
、
入
場
料

に
よ
る
収
益
金
を
全
額
寄
付
。
故
郷
の
子
ど
も

た
ち
の
夢
の
実
現
を
願
っ
て
、
本
が
さ
ら
に
充

実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
鼓
動
が
魂
の
音
に
聞
こ
え
る
」と
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ

さ
ん
が
称
賛
す
る
方
城
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
と
の
共

演
で
幕
開
け
し
た
今
回
の
舞
台
。
太
鼓
の
重
厚

な
音
色
と
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
の
歌
声
が
共
鳴
し
、

会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
は
序
盤
か
ら
一
気
に
上
昇
、

ま
た
、
曲
の
合
間
で
、
生
い
立
ち
か
ら
現
在
の
地

位
を
確
立
す
る
ま
で
の
波
瀾
万
丈
な
人
生
を
赤

裸
々
に
語
り
、会
場
の
笑
顔
と
涙
を
誘
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
か
ら
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
文
庫
設
置
と
町

の
魅
力
を
広
く
宣
伝
し
た
功
績
を
称
え「
福
智

町
ふ
る
さ
と
功
労
賞
」を
授
与
さ
れ
た
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ

さ
ん
。
会
場
か
ら
は
、
１
月
20
日
に
誕
生
日
を

迎
え
た
記
念
に
豪
華
な「
誕
生
日
ケ
ー
キ
」が
贈

ら
れ
、「
心
の
隙
間
を
故
郷
が
い
つ
も
埋
め
て
く

れ
る
。
こ
れ
で
ま
た
、
ど
ん
な
荒
波
も
乗
り
越

え
て
い
け
る
」
と
涙
な
が
ら
に
感
謝
し
、
最
後

は「
必
ず
ま
た
戻
っ
て
来
ま
す
」と
お
別
れ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
、
故
郷
を
後
に
し
ま
し
た
。

心
の
隙
間
を
埋
め
る
故
郷
に

愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る

故郷への想いを形に

「30代半ばから、真の『望郷』が分るよう
になった」というIKKOさん。そんな故郷
への想いが形になり、一昨年の観光大使
就任記念イベントの収益で、町内全８校
に「IKKO文庫」が設置されました。「故郷
の子どもたちには、本から自分が経験でき
ないことを知り、先人の知恵、歴史が物語
る内容、物事の意味などを理解して、生き
る力や感性、想像力を豊かにして欲しい」
とIKKO文庫への想いを語るIKKOさん。
今回で４回目となった『チャリティーショー』
の収益で、IKKO文庫がさらに拡充します。
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↑休み時間になると、大勢の子どもたちが詰め
かける「ＩＫＫＯ文庫」。（写真＝伊方小）

↑IKKOさんから講演支援の
お礼に町に贈られた胡蝶蘭。


